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大
雄
院
方
丈
の
障
壁
画
　
　
　
―　
柴
田
是
真
の
襖
絵
「
郭
子
儀
図
」　
―
中　
谷　
伸　
生
　
山
水
、
花
鳥
、
人
物
を
描
い
た
妙
心
寺
大
雄
院
方
丈
（
客
殿
）
五
室
に
は
、
柴
田
是
真
（
一
八
〇
七
―
一
八
九
一
）
の
紙
本
墨
画
淡
彩
に
よ
る
障
壁
画
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
、
室
中
に
は
襖
十
六
面
に
よ
っ
て
「
郭
子
儀
図
」
が
描
か
れ
た
。
下
間
一
之
間
の
壁
貼
付
絵
「
稚
松
図
」
の
画
面
右
下
に
「
柴
令
哉
寫
」
の
墨
書
と
「
柴
令
哉
（
カ
）」
の
朱
文
楕
円
印
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
方
丈
五
室
の
障
壁
画
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
ま
で
の
是
真
の
京
都
遊
学
時
代
、
す
な
わ
ち
是
真
二
十
四
歳
か
ら
二
十
七
歳
の
初
期
作
品
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い 
る 
。
下
間
一
之
間
の
是
真
初
期
の
落
款
印
章
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
　
①
　
「
郭
子
儀
図
」
は
、
実
在
す
る
唐
代
の
武
将
郭
子
儀
（
六
九
七
―
七
八
一
）
と
そ
の
家
族
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
華
州
鄭
県
（
陜
西
省
華
県
）
の
北
朝
系
官
僚
の
家
に
生
ま
れ
た
郭
子
儀
は
、
武
挙
に
及
第
し
て
朔
方
節
度
使
と
な
っ
て
武
官
の
道
を
選
び
、
河
曲
地
方
の
辺
境
軍
司
令
官
と
な
っ
た
。
粛
宗
の
時
代
に
安
史
の
乱
（
七
五
五
―
七
六
三
）
が
勃
発
す
る
と
山
西
・
河
北
に
進
軍
し
、
敵
軍
の
史
思
明
の
大
軍
を
撃
破
し
て
河
北
一
帯
を
制
圧
し
、
最
終
的
に
長
安
・
洛
陽
を
奪
回
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
汾
陽
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
、
安
子
の
乱
の
後
、
宦
官
勢
力
に
敵
対
す
る
僕
固
懐
恩
が
北
族
兵
を
指
揮
し
て
挙
兵
す
る
と
、
郭
子
儀
が
起
用
さ
れ
、
彼
は
反
乱
を
平
定
し
て
唐
朝
の
危
機
を
救
っ
た
。
そ
の
武
勲
に
よ
っ
て
徳
宗
よ
り
尚
父
の
号
を
与
え
ら
れ
、
つ
い
に
太
尉
中
書
令
と
い
う
高
位
に
登
る
こ
と
に
な
る
。
郭
子
儀
は
、
玄
宗
、
粛
宗
、
代
宗
、
徳
宗
の
四
代
に
わ
た
っ
て
仕
え
、
お
よ
そ
二
〇
年
も
の
長
い
期
間
、
国
家
の
安
定
に
尽
力
し
、
彼
の
部
下
六
〇
余
人
は
、
こ
と
ご
と
く
重
職
に
就
い
た
と
い
う
。
八
十
五
歳
の
長
寿
を
全
う
し
た
郭
子
儀
は
、
身
の
丈
六
尺
を
越
え
る
偉
丈
夫
と
伝
え
ら
れ
、
敵
軍
の
武
将
た
ち
か
ら
も
敬
意
を
払
わ
れ
る
と
い
う
高
潔
に
し
て
円
満
な
人
物
で
あ
っ
た
。
八
人
の
息
子
と
七
人
の
娘
、
そ
し
て
七
人
の
婿
と
数
十
人
の
孫
を
も
ち
、
子
孫
の
そ
れ
ぞ
れ
が
栄
進
し
た
と
い 
う 
。
郭
子
儀
の
伝
記
は
、
　
②
『
旧
唐
書
』
一
二
〇
巻
及
び
『
唐
書
』
一
三
七
巻
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
是
真
が
種
々
の
専
門
的
な
伝
記
を
読
ん
で
「
郭
子
儀
図
」
を
描
い
た
可
能
性
は
少
な
く
、
先
行
す
る
円
山
応
挙
ら
の
〈
郭
子
儀
図
〉
を
参
考
に
し
て
筆
を
採
っ
た
に
違
い
な
い
。
江
戸
後
期
の
画
家
に
と
っ
て
の
中
国
文
化
の
理
解
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
献
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
流
布
さ
れ
た
絵
画
の
図
様
を
参
考
に
し
て
構
想
を
練
っ
た
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
誤
っ
た
図
様
が
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。〈
郭
子
儀
図
〉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
円
山
四
条
派
を
筆
頭
に
、
多
く
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
一
家
繁
栄
、
出
世
長
寿
を
象
徴
す
る
画
題
と
し
て
、
近
世
絵
画
に
お
い
て
し
ば
し
ば
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
江
戸
時
代
後
期
の
平
安
な
市
民
社
会
で
は
、
高
名
な
武
将
で
は
な
く
、
人
格
円
満
な
老
翁
と
し
て
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
息
子
や
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
て
描
か
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
需
要
層
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
庶
民
の
求
め
に
も
応
じ
た
四
条
派
に
と
っ
て
は
、
〈
郭
子
儀
図
〉
と
い
う
画
題
は
、
平
明
で
親
し
み
や
す
い
格
好
の
モ
テ
ィ
ー
フ
だ
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
後
期
の
四
条
派
の
画
家
た
ち
、
そ
し
て
ま
た
作
品
を
享
受
す
る
人
々
が
、
合
戦
絵
あ
る
い
は
武
将
の
絵
画
を
好
ま
な
か
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
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五
三
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
大
坂
の
四
条
派
画
家
の
西
山
完
瑛
（
一
八
三
四
―
一
九
〇
五
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
四
条
派
画
家
た
ち
が
、
鎧
甲
に
身
を
固
め
た
武
将
の
図
な
ど
を
好
ん
で
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
江
戸
の
画
家
た
ち
が
郭
子
儀
を
描
く
と
き
に
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
勇
猛
果
敢
な
合
戦
の
場
面
の
描
写
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
何
故
武
具
を
纏
っ
た
戦
う
武
将
と
い
う
図
様
を
採
り
上
げ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
大
雄
院
方
丈
室
中
の
襖
絵
「
郭
子
儀
図
」
は
、
か
つ
て
郷
家
忠
臣
氏
に
よ
っ
て
簡
単
な
図
版
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る 
が 
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
一
六
面
の
襖
　
③
絵
を
詳
細
に
紹
介
し
、
是
真
初
期
の
作
風
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
て
、
東
側
襖
絵
四
面
（
Ｃ
１
、
２
、
３
、
４
）
に
は
向
か
っ
て
右
か
ら
団
扇
を
持
つ
唐
子
が
前
方
の
子
山
羊
を
追
う
よ
う
に
歩
い
て
い
る
。
山
羊
も
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
お
り
、
そ
の
前
方
に
は
子
山
羊
の
親
で
あ
ろ
う
か
、
比
較
的
大
き
な
体
を
し
た
山
羊
の
背
に
子
供
を
乗
せ
よ
う
と
、
母
親
と
お
ぼ
し
き
女
性
が
手
で
子
供
の
身
体
を
抱
え
て
い
る
。
子
供
の
衣
服
に
は
、
幅
の
広
い
筆
で
代
赭
が
刷
か
れ
て
い
る
。
手
前
に
は
も
う
一
人
の
子
供
が
、
一
人
前
の
男
に
な
り
き
っ
た
様
子
で
、
狩
猟
す
る
韃
靼
人
の
よ
う
な
帽
子
を
被
り
、
弓
と
矢
を
携
え
て
背
後
の
子
山
羊
の
方
を
振
り
向
い
て
い
る
（
Ｃ
３
）。
そ
の
腕
の
部
分
に
は
鮮
や
か
な
緑
の
顔
料
が
見
ら
れ
る
が
、
か
な
り
剥
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
前
方
に
は
、
家
族
の
一
員
で
あ
る
男
が
、
半
身
に
な
っ
て
片
方
を
見
や
る
姿
勢
で
描
か
れ
た
。
彼
ら
の
身
体
の
輪
郭
線
は
、
肥
痩
の
線
描
を
用
い
て
、
簡
潔
か
つ
柔
ら
か
い
墨
線
の
効
果
を
示
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
家
族
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
団
欒
の
雰
囲
気
が
溢
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
　
続
く
北
側
の
襖
四
面
に
は
、
二
人
の
男
と
一
人
の
女
が
計
四
人
の
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
格
好
で
あ
る
。
是
真
は
人
物
の
複
雑
な
衣
襞
を
軟
ら
か
い
線
描
で
表
現
し
た
。
左
二
面
（
Ｃ
７
、
８
）
に
は
、
動
物
の
面
を
付
け
た
一
人
の
子
供
が
、
背
中
を
曲
げ
な
が
ら
親
た
ち
の
方
へ
勇
ま
し
く
進
ん
で
い
る
。
背
後
に
は
書
籍
や
巻
物
、
水
差
し
や
花
瓶
、
そ
し
て
反
物
や
草
花
を
ま
と
め
た
机
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
下
で
一
人
の
子
供
が
籠
の
縁
に
手
を
掛
け
て
、
籠
の
中
を
覗
き
込
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
小
道
具
に
は
、
も
と
も
と
鮮
や
か
な
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
絵
の
具
の
剥
落
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
図
様
に
お
い
て
は
、
元
来
は
墨
画
淡
彩
と
い
う
よ
り
も
、
墨
画
著
色
と
い
っ
た
趣
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
机
の
上
に
置
か
れ
た
木
の
葉
に
は
、
緑
青
と
墨
を
混
合
し
た
色
彩
が
見
ら
れ
、
籠
の
上
部
に
は
、
唯
一
濃
く
遺
る
緑
青
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
反
物
に
は
ご
く
淡
く
代
赭
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
て
、
西
側
襖
四
面
（
Ｃ
９
、　
、　
、　
）
は
、
大
き
な
衝
立
の
前
に
腰
を
１０
１１
１２
掛
け
る
主
人
公
の
郭
子
儀
（
図
一
）
が
、
髭
を
生
や
し
て
、
皺
の
あ
る
穏
や
か
な
顔
を
見
せ
な
が
ら
、
好
々
爺
と
い
っ
た
様
子
で
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
い
る
。
是
真
の
郭
子
儀
は
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
―
一
七
九
五
）
や
柴
田
義
董
（
一
七
八
〇
―
一
八
一
九
）
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
一
層
老
齢
の
人
物
と
い
う
印
象
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
郭
子
儀
の
衣
服
の
襟
の
部
分
に
は
金
泥
が
用
い
ら
れ
た
。
笙
を
持
つ
子
供
、
亀
と
遊
ぶ
子
供
な
ど
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
印
象
深
い
（
図
二
）。
郭
子
儀
の
向
か
っ
て
右
に
は
、
赤
ん
坊
を
抱
き
上
げ
た
女
と
、
そ
の
子
を
抱
こ
う
と
両
手
を
さ
し
の
べ
る
女
が
描
か
れ
、
そ
の
女
の
着
物
に
は
臙
脂
色
に
見
え
る
花
模
様
の
柄
が
見
え
る
が
、
代
赭
と
墨
を
混
ぜ
た
顔
料
で
あ
ろ
う
。
手
前
に
は
、
子
供
と
会
話
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
人
の
老
婆
が
椅
子
に
腰
掛
け
て
下
方
を
見
や
っ
て
い
る
。
こ
の
老
婆
は
郭
子
儀
の
妻
で
あ
ろ
う
。
老
婆
の
前
に
置
か
れ
た
花
瓶
の
底
に
は
赤
の
顔
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
の
人
物
の
衣
襞
も
、
流
れ
る
よ
う
な
線
描
が
支
配
し
て
お
り
、
人
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五
五
図１（是真「郭子儀図」部分）
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五
六
図２（是真「郭子儀図」部分）
体
の
厚
み
や
前
後
関
係
な
ど
、
正
確
な
筆
致
が
看
取
さ
れ
る
。
左
側
二
面
（
Ｃ
　
、
１１
　
）
に
は
、
両
手
を
胸
部
あ
る
い
は
腹
部
の
前
で
組
む
三
人
の
人
物
が
、
郭
子
儀
を
１２見
守
る
よ
う
に
佇
立
す
る
。
左
端
の
襖
（
Ｃ
　
）
で
、
手
前
を
向
く
人
物
の
唇
は
１２
濃
い
代
赭
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
　
さ
て
、
南
側
四
面
（
Ｃ
　
、　
、　
、　
）
で
は
、
小
岩
に
腰
を
掛
け
て
、
体
１３
１４
１５
１６
を
優
雅
に
斜
め
に
捻
り
つ
つ
笛
を
吹
く
子
供
と
そ
れ
に
聴
き
入
る
子
供
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
笛
を
吹
く
子
供
の
背
中
に
は
衣
服
の
細
か
い
模
様
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
代
赭
と
墨
を
混
ぜ
た
絵
の
具
を
、
細
い
筆
先
で
点
々
と
打
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
小
岩
の
形
態
は
、
隣
室
の
上
間
二
之
間
に
描
か
れ
た
山
水
図
に
顕
著
な
〈
反
り
返
る
線
描
〉
を
駆
使
し
つ
つ
、
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
。
続
く
左
側
の
襖
二
面
（
Ｃ
　
、
１５
　
）
に
は
、
地
面
に
置
か
れ
た
鳥
の
羽
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
周
囲
は
余
白
に
さ
れ
、
１６何
も
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
　
以
上
、
室
中
の
襖
絵
を
見
て
き
た
が
、
何
れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
郭
子
儀
の
家
族
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
み
の
簡
潔
な
描
写
が
特
徴
的
で
、
諸
形
態
の
周
囲
は
ほ
と
ん
ど
余
白
で
あ
っ
て
、
室
内
や
屋
外
の
背
景
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
大
き
な
余
白
を
う
ま
く
用
い
た
江
戸
後
期
の
円
山
四
条
派
の
特
質
を
典
型
的
に
示
す
と
と
も
に
、
流
麗
な
線
描
の
効
果
な
ど
、
師
の
岡
本
豊
彦
の
作
風
に
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
色
彩
の
大
半
が
剥
落
あ
る
い
は
褪
色
に
よ
っ
て
消
え
失
せ
た
現
状
で
は
、
襖
絵
す
べ
て
が
墨
画
淡
彩
の
水
墨
画
と
い
う
印
象
を
与
え
る
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
、
隣
室
の
下
間
二
之
間
と
並
ん
で
、
室
中
の
「
郭
子
儀
図
」
の
部
屋
は
、
か
な
り
鮮
や
か
な
色
彩
に
満
ち
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
室
中
の
場
面
で
は
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の
遊
ぶ
姿
が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
て
、
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
寺
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
丈
に
は
、
も
と
も
と
応
挙
の
障
壁
画
が
は
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
事
実
は
不
明
で
あ
る
。
応
挙
に
は
、
絹
本
著
色
掛
幅
の
「
郭
子
儀
祝
賀
図
」（
安
永
四
・
一
七
七
五
年
）
が
あ
る
が
、
そ
の
画
面
で
は
、
登
場
人
物
相
互
の
人
体
比
例
を
破
っ
て
、
郭
子
儀
の
身
体
を
家
族
よ
り
も
大
き
く
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
人
公
の
存
在
を
強
調
す
る
画
面
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
太
湖
石
や
樹
木
を
配
さ
れ
、
彼
方
へ
と
消
え
て
ゆ
く
奥
行
き
の
あ
る
風
景
が
付
け
加
え
ら
れ 
た 
。
ま
た
応
挙
の
作
品
と
し
て
は
、
紙
本
金
　
④
地
著
色
に
よ
る
兵
庫
の
大
乗
寺
障
壁
画
「
郭
子
儀
図
襖
」（
天
明
七
年
・
一
七
八
七
年
）
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
是
真
と
同
様
に
、
人
物
の
周
辺
は
無
地
の
空
間
に
さ
れ
、
金
箔
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
画
面
で
は
大
き
な
芭
蕉
の
葉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
印
象
深 
い 
。
今
ひ
と
つ
、
豊
彦
と
同
様
に
、
呉
春
の
弟
子
で
あ
っ
た
柴
田
義
董
の
絹
本
墨
　
⑤
画
淡
彩
掛
幅
の
「
郭
子
儀
図
」（
洛
東
遺
芳
館
蔵
）
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
義
董
の
画
面
で
は
、
応
挙
に
倣
っ
て
郭
子
儀
の
身
体
比
例
を
大
き
く
捉
え
、
背
景
は
余
白
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
線
描
は
、
是
真
と
比
較
し
て
、
か
な
り
硬
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
是
真
の
や
わ
ら
か
い
線
描
は
、
応
挙
や
義
董
と
は
異
な
っ
て
、
や
は
り
師
の
豊
彦
と
共
通
す
る
。
　
柴
田
是
真
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
十
六
歳
の
と
き
に
、
鈴
木
南
嶺
に
入
門
し
て
絵
画
を
学
び
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
二
十
四
歳
の
と
き
に
京
都
へ
遊
学
し
て
、
南
嶺
の
紹
介
で
四
条
派
の
岡
本
豊
彦
（
一
七
七
三
―
一
八
四
五
）
に
入
門
す
る
。
同
門
に
塩
川
文
麟
（
一
八
〇
八
―
一
八
七
七
）
が
い
た
。
大
雄
院
の
「
郭
子
儀
図
」
の
作
風
が
、
師
の
豊
彦
の
作
風
に
酷
似
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
二
十
歳
代
の
若
い
画
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
師
の
作
風
を
学
ぶ
こ
と
に
一
所
懸
命
で
あ
っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
南
嶺
に
入
門
す
る
以
前
の
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
十
一
歳
の
と
き
に
、
蒔
絵
師
の
古
満
寛
哉
に
入
門
し
て
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五
七
蒔
絵
の
技
法
を
学
び
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
三
歳
の
と
き
に
、
三
組
の
蒔
絵
盃
の
注
文
を
受
け
、
製
作
し
納
品
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
大
雄
院
の
「
郭
子
儀
図
」
を
描
く
時
期
の
是
真
は
、
少
な
か
ら
ず
師
の
作
風
を
手
本
に
し
て
、
半
ば
そ
の
模
倣
に
精
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
是
真
は
近
代
的
な
意
味
で
の
画
家
、
工
芸
作
家
と
い
う
よ
り
は
、
江
戸
の
職
人
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
、
是
真
の
多
く
の
作
品
に
係
わ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
完
全
な
模
写
で
は
な
い
に
し
て
も
、
六
曲
一
隻
の
「
彦
根
屏
風
」（
井
伊
家
伝
来
品
）
の
主
要
モ
テ
ィ
ー
フ
を
模
写
し
て
構
想
し
た
六
曲
一
双
の
「
人
物
風
俗
図
屏
風
」
を
計
三
双
製
作
し
た
り
、
ま
た
小
川
破
笠
、
英
一
蝶
、
円
山
応
挙
ら
の
作
品
の
模
写
的
作
品
か
ら
、
光
琳
や
抱
一
ら
の
琳
派
の
模
写
的
作
品
に
至
る
ま
で
、
模
写
は
是
真
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
っ 
た 
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
是
真
の
師
の
豊
　
⑥
彦
は
、
師
の
呉
春
の
膨
大
な
絵
画
を
次
々
に
粉
本
に
写
し
、
師
の
作
風
の
模
写
を
通
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、
豊
彦
の
愛
弟
子
是
真
の
大
雄
院
襖
絵
「
郭
子
儀
図
」
も
ま
た
、
独
創
性
云
々
と
い
う
文
脈
で
は
な
く
、
い
わ
ば
〈
技
術
と
し
て
の
絵
画
〉、
あ
る
い
は
〈
模
倣
と
し
て
の
絵
画
〉
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
豊
彦
の
作
風
に
酷
似
す
る
「
郭
子
儀
図
」
の
場
合
、
中
国
風
の
図
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
模
倣
と
い
う
絵
画
製
作
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
、
幕
末
期
及
び
明
治
中
期
ま
で
続
い
た
中
国
文
化
の
影
響
下
の
絵
画
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
雄
院
の
「
郭
子
儀
図
」
は
、
画
家
（
是
真
）、
注
文
主
（
大
雄
院
）、
鑑
賞
者
（
信
徒
）
に
共
通
し
た
、
幕
末
期
に
お
け
る
中
国
文
化
へ
の
憧
れ
の
大
き
さ
を
明
ら
か
に
示
す
一
例
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
初
期
の
豊
彦
は
独
自
の
作
風
を
確
立
し
て
い
な
い
、
と
し
て
、
大
雄
院
の
「
郭
子
儀
図
」
な
ど
の
初
期
の
作
品
を
低
く
評
価
す
る
研
究
者
が
多
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
作
品
は
、
江
戸
後
期
及
び
幕
末
期
の
四
条
派
全
体
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
四
条
派
の
流
れ
を
大
局
的
に
評
価
し
つ
つ
、
大
坂
画
壇
を
も
含
め
て
、
い
ち
速
く
四
条
派
研
究
を
進
め
て
き
た
ヒ
リ
ア
ー
（J.H
illier
    
      
）
氏
を
は
じ
め
と
す
る
英
米
の
研
究
は
立
派
で
あ 
る 
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
妙
心
寺
の
各
　
⑦
塔
頭
に
遺
存
す
る
障
壁
画
の
美
術
史
的
価
値
、
文
化
史
的
意
義
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
是
真
の
「
郭
子
儀
図
」
が
、
江
戸
後
期
の
文
化
の
一
端
を
担
う
重
要
な
障
壁
画
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
し
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
﹇
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﹈
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郷
家
忠
臣
『
幕
末
・
開
化
期
の
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絵
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五
八
